
 

９月 26 日(月)16～17 時にかけて、３年振りとなる

かながわ労働センターとの意見交換会をＷＥＢで開

催しました。 

冒頭、青木所長から、新型コロナウイルス禍の約３

年間、職員を新型コロナウイルス対応で減らして効率

化を図り業務を運営してきたことや、この間に労働相

談内容も変化をしてきていることなどの情勢報告を

ふまえた挨拶がありました。 

次に及川議長からは新型コロナウイルス禍、議長に

なり３年目ではじめての意見交換会を有意義なもの

にしたい、またこの間、テレワークが進み、働き方が

大きく変わっている中で、どのような相談が多いのかなどを確認して、今後の活動に繋げて行きたい

と挨拶がありました。 

その後、かながわ労働センター・三浦半島地域連合、それぞれ参加者紹介をしたのち、かながわ労

働センターの説明を聞き意見交換を行いました。 

【当日の労働センター配付資料】 

・かながわ労働センターリーフレット「相談できます 

  職場の悩み」（令和４年度版） 

・令和３年労働組合基礎調査の概要 

・令和３年度の神奈川県の労働相談の概況 

・争議行為発生届、争議行為の予告通知について 

 

相談件数は街角労働相談では減ったものの、全体としては

多い傾向にあること、相談内容は人間関係に関わる項目が 2

位に上昇、職種では医療・介護・サービス業に多いことなど

を知ることが出来ました。 

今回得た情報を精査して、今後の三浦半島地域連合政策・

制度要求と提言につなげていきます。 

かながわ労働センター青木所長挨拶 


